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カンボジア経済社会開発第 1次5カ年計画

Premier Plan Quinquennal《PreahNorodom Sihanouk》

1960年 1月1日から1964年12月31日までの 5カ年間を 総生産額は187億リエルに達し，計画初年度に比べ 40億

期間とするプレア ・ノロドム ・シアヌ ーク計画と 呼ばれ ・ リエルの増加となる（約27％増）。

るカンボジア経済 ・社会開発第 1次 5カ年計画は， 1959 このような結果的数字は，あながち野心的にすぎるも

年 2月17日の閣議により採択された資料に包括されてい のではないようである。というのは，最近年におけるカ

る基礎的計数を十分に調査研究した結果作成されたも の ンボジア の総生産額の推移をたどってみれば容易に納得

であって， 1960年 5月8日付けの法律の対象となり，所 がい くこと であるし， また南東アシア諸国の努力目標で

要資金総額80億リエルは承認された。 ある 5％増にちかいからである 0

年次別資金の配分は次のとおりである。 （カンボジア国民総生産額の推移）

1960年度・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15億リ エ｝レ 1938年度・・ ・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・ ・・・・・・・ •80億1700万リ エ）レ

1961年度・・・・・・・ ・ •. ．． ． ．． ． ．．．.．.．．．．．．．. .． ．．. • • ・ • 14億： 1- 1955年度・・・ •...... . . .. .. .... . ... ... 1 15倍1600万 ク

1962年度・・,,.....,....,...,,..,...,,,...,,,...,15億 1- 1959年度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ 146億8900万 ク

1963年度・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17億 'l 2 上述のように40億 リエルの生産増大をもたらすため

1964年疫・・・・・・・・．．．．．．． ．． ．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．--・18億 ク には，資本／生産の関係を 3:1とみると， 120億リエルの

計・・・・・・・・・ •..... .........................· • 80億 ク 資本を要することにな る。

この総額80億リエルは全部が国家財政によって まかな 国家財政と外l函援助額の可能性を考えてみると，最終

われるものではなく，外国援助による投資を含んでいる 年にいたるまでの投費総額が80億、リエルであるから，40

ことに留窓すべきである。国家予算の参加による支出金 億 リエル不足という勘定になり，この不足は民間投資に

は1960年 5月8日付けの国庫法により各年決定される。 依仔することになる。祖た一方，外国援助は不確定であ

外国援助については， カンボジ ア政府 と援助供か国と 0） るから，政府は財政投賓を70億，外国援助を•-· /ぷ 10億 リ

俯々の協定により各年もしくは数力年にわたる期間に対 エルにおさえている。 総額80億')•エルは次のように各部

しても0)額が決定される。 1"！に配分されている。

I 経 済 訓

1 国民総II:.I)i砂，：［）期）ゞ

"1画省提出の調牡研究報告に より政II寸が採択しに基本

原則は国民 1人 lプ1年当たりの生産撒を 3％増加する

ことにあり， したが って本 5カ年叶油最終年度における

国民 1人当に りのII：飩：景を16％引き上けることにある。

出発時におけ る応礎数字は次の とお りである。 (1959 

年木）

(1) 人日総数 5(）（））j人

(l) 国民総生産額 146億8900万リ エル

上記の数字からすれば， 1959年度における国民 l人 1

ヵ．イ戸じ当にり疇．／ii乳 j•、 294(）リエルとなり， 1964年末には

3400リエルと なる成である。＇と して人口 の自然増加率を

2%とみると， 1964年末には総人口は 540万人となり，

4.i〖部門・・・・・・・・・ · • •32tもリエル 40% （全体比）

lく部栴辿・・ ・・・・・・ •22. 4飽： -'/ 28% 

ti.会設{/iii..・・・・--19.6億． -'/ 24.5% 

t i政ifi外",,.........6.0億：.,,, 7.5% 

;, 1 .．・・・・・・・・ • • • ・ •8(）餡~・ -'/ 100% 

さらに投府紀分を国家財政投資，外国援助， 第 1年度

分な どに細分してみれば次のと おり となる。
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なお各部門をさらに項目細分して，第 1年度実施計画

分および政府の財政投資外国援助別tこついては付録別

表 1, 2を参照されたい。

Il 財政 面

5カ年計画に関する認承総額は上述のとおり 80億リ エ

ルであり，そのうち外国援助を10億リエルとおさえてい

ると述べたが，実際は政府の財政投資は55億リエルにす

ぎず， 残る 25億 リエルを外国援助に期待している状況

で， この配分を年度別に見ると次のとおりである。

第 2表 （淮位 ：億 リエル）

年 度 国家財政投賢 外脳援助

1960 8.5 6.5 
1961 8 5 5.5 
1962 11.5 5.0 
1963 12 5 4.5 
1964 14.5 3.5 

’~ ; 1 55.0 25.0 

いま・1960年度の財政投資お よび外国援助の共｛本的計画

をみてみると， まず財政投資としての資金源は

国庫基金よりの先取分 (i (.lTI:4(）（）0万 リエル

道路基金より 0)捻出分 6000万 ク

設備税よりの先取分 5000万 ク

国家企業公社への国1車前波金の利用分 1I立 ク

計. 8億5000万ク

となり，外国援助は次のとおりである。

アメリカ援助

中共援助

フランス援助

日本援助

コロ ンボ ・フラン援助

11窓：9000ガ ク

2 {t7500万ク

8000万ク

5000h,,_, 

35(）0万ク

そ の 他 2000万ク

計 6億5000万リエル

計画遂行のために必要な外貨については，総額80億 リ

エルの半分，すなわち40億リ エル と予想され，その算由

方法としては，（イ）資材設備I'こ充当されている16億6700万

リエルは 100％外貨を必要とする，（口）建設関係に配分さ

れてい る50億8600万 リエルの40％が外貨払いを要し，り

新規人件費その他恒常経費として約 3億リエルの外貨を

必要とする。

lil 計画の主要H的

すでに上述したとおり，カンボジア第 1次 5カ年計画
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は，80億リエルの投資のうち40％の32億リエルが生産部

門開発に1;1JIrいられている点から見て，この部門がいかに

重要視されているかがわかる。 生産と商業の拡充強化の

ための不可欠な基盤となる経済下部構造部門の開発がつ

いで重要視され， 全体の28％を占めている。社会開発

の面においては，すでに獲得された輝かしい結果を国民

教育の分野にてさらに完全なものにすると 同時に，地方

部落における衛生社会施設を完（I葡確保することに努力が

向けられる。したが って，教育 と国民衛生の設備が19億

6000万リエルすなわち24.5％を占めている。最後に 7.5

％を占める行政部門は経済以外のもろもろの国家サー ビ

ス，つまり政治的な一般的 ・行政的性質をおびているサ

ービス部門の運営上最小限の要求に応じ るにすぎない。

l 生 産

(1) J農業，牧畜，林業，漁業

生産の各種分野においては， 1つには股業，特に米と

ゴムとの生産増加をねらいとして努力されるが， も うl

つにはある種の作物すなわち国内消費に欠くことのでき

ない綿花 ジュート， 11-r,快，コ プラ， 桑，コーヒー，野

菜，果実などの栽培，輸出を目的とするトオモロ コシ，

コショ ー， ヒマなどの生産拡大に努力 H標が向けられて

いるc 決定的I'こい うならば，カンボジ アの輸入品の うも

大ぎなウエイトを占めるものを，輸入中止 といわない主

でも大削滅をするのみならず（綿製品， ジュート・ パッ

グ， ジュ ート織布，精白糖， コプ ラ削I, コーヒーなど），

同時に殷産物の愉阻増大にねらいがある訳である。

さらに，今後新たに開発する地方に集約牧畜センター

を設闘して家畜飼育を強化ずる。同様にまた漁業の近代

化，工業化をはかる（主と して而洋漁業）。 林道をきりひ

らいて新 しい森林を強力にかつ秩序をもって開発し， 林

産賓源の合理的活用をすすめる。

(2) 農業水利

天候に大きく 支配されている地域において，小規模な

農業水利を強く推進するとと もに，大規模な灌漑網の建

設やしゅんせつ工事を完成する。

(3) 新しい士地の1姐発と入樅

新しい人植者を受け入れるため，たと えばクラ チェ，

ス トン トレ ン， ラタナキリ ，ココン省などのような肥沃

未開地の開拓を特にすすめる。 またコンボン・ スプー省

のアムレアンやパタンパン省のスネンやク ランフンな ど

の適地を工業用作物栽培地（綿花，甘庶， ジュ ート など）

としてIJ廿Hiするu

(4) 観 光
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現存ホテルの設備を改善するかたわら，たとえば首都

プノンペン とシエムレアップ シアヌー ＇，. クL)レに国際的

レベルの大ホテルを建設する。 シニムレア ップーアンコ

ールの世界的観光センタ ーーを国際鋭光のあらゆる要望

に応じ られる よう 完備する。

(5) エネルギー， 鉱工業

（イ） エネルギー

工業伸展プログラムに必要な地下エネルギ ー資源

（石炭， 石油）およ び水資源（水力発電）につき， 1960年に

先だってすでに開始された初期的な踏森をいよいよ調

壺実施段11皆に移す。なかでもカムチャイ （カンボッ ト

省）の水力発銅ダム建設の調査と実施は最も重祝さる

べきものである。同ダムの出力は 5万kwhであるが，

建設費金はいまのと ころ実施が不確定のために計画予

算には含めてない。このほかメコン川下流地域総合開

発計画の調査研究の結果をまつことな く，新火力発電

所の建設や既存発電所の出力増強が予定 されている。

（口） 鉱山およ び鉄鋼

刑蔵景 5007iトン以上といわれる鉄鉱山が発見され

にので（プノン ・デ・ノク）これを採狐して年間約 4万

トンの銑鉄を生産すべく コンボン トム 省に高炉を建設

する。これに平行して， ック メアスの燐鉱開発により

年問 l~ 2万 トンの燐酸肥料の製造が予想される。七

のほか迎蔵の事実が発見されている金やマン ガンな ど

も探鉱がすすめられるはずである。

（）） ＿T. 粟

工業化への熱怠 と努力は大きい。 そ」Mまと りあえず

国）"i’え可能なも{!)の輸人を抑ll：なしヽ しは中”11:：する ための

懸命0)努）Jである。新し く建設または牛産拡大するも

のとしては次の も0)が出非に含j：オしてい る。ベニャ」．

場，紡絨工場，製紙工場，バーム飢精白工場， 甘）,礼に

よる製糖工場，肉 ・野菜・魚缶詰工場， ジュ ー ト・ バ

・） グおよび織布工場， タイヤ ・チュ ープ上場， なめし

皮工場，製油工場， セメ ン ト工場などがそのおもなも

のである。

2 下 部構辿

経済基礎枇．造部門では22億4000万 リエルが予定どれて

いるが，これはいうまでもなく農業 ・工業生産増大に伴

う要求をささえるもので，現実的輸送度に適応させる必

要があると 同時に， 経済的な理由からばか りでな く特に

政治的 ・社会的J開由から滲透路線の間発が軍按である c

(1) ．通路， 橋梁

この開発計画にお・いて1よ，よず ラタナキ リ省と ウェト

ナム国境を結ぶ第19号国適の建設が予定されている。っ

いでチュロン ・ロウ地区の小道路網を修理改良をして四

季を通じて車馬の通行を可能I'こする。 カルダモー ム高原

を北から南へ横断し，パイリンとスレ ・ウンベルを結ぶ

道路を建設して，シアヌ ークビルの直接後背地の合理的

な強度の開発をすすめる。 また， 国家動乱期に破壊され

たのを暫定修理 したま ま放置されている多くの董要遊

路，たとえばバタンパンーパイリン道路，シエム レア

ソフ'-—ーシソフ ォン追路， プルサ ット-クラコー ）レー

ーパタンパ ン道路などに対し本格的な工事を行なう。

トンレサ ップ川をまたぐ トンレサ ップ橋p,5カ年計画

の年度中に完成 されると， プノン ベン港の対岸と の交通

が自由にな るのみか，チ 4)レイ ・チ ャンソ ールに もっと

水深のある内港（メコン川沿い）を改修 ・建設すること

ができる。

首都プノ ンペンと カンボジア唯一の新設海港シ アヌ ー

クビルを結ぶ鉄道建設は，この5カ年計画には含まれて

いないが，すでに工事は部分的に］脅手されている。シ ア

←,(―クビル港の設(liiiの第 1段階および修f11iを続行し完成

する。

(2) 民間航 空

この分野では，ブノ ンヘン酋都のポチェン トン空港を

k距離•ジ .L ット機が発着できるよ う国際的規模に拡張す

る。 したが って滑走路を18(）（）メー トルか ら3(）（）（）メートル

に延長 し， 語設備を近代化する。 シエムレア、ノ プ空港

（アンコー ル ・ワソ ト）もまた同地の観光的重要性から

I I噌睛It飛行を llj能にするよう装備さ)Iる。

(;J) 通信

国内通(ii網 の近代化と拡囁とくにフノンヘン市およ

J：地方都市の自動電話化以外に，アジ ア，ョ←口、．）パ，

アメリ カなと各国との直通l国際電話電僧設(i/Hも徐 に々進

める。

(4) 気象

気象についてはフノ ンヘンおよ びシエ ムレ アソ プ両市

所在の気象観測所を技術資材面においてさらに完(irr/する

が，こ れは国際協定義務に よりカ ンボジア領土上空の航

連の安全を強化するために要請されている。 このほか 8

カ所の気象概要測候所と 4カ所の盟業気象測候所を設i賞

する。後者は固家の牒業の基礎たる気候を確実に予測す

るための い）である。

(5) 技術者の森成

固立技公 ・ 職業学校やコンホンブ•― •I ム な らびにパタン

バンの技術専l門学校に より確｛呆される技術者以外！こ，下
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部構造担当部局はそれぞれ部局内であらゆる段階の技術

者養成に専心 したが， これらは既存の技術陣容を拡充す

るに必要であった。このため土木工事用運転手森成所は

3カ年で技手になれるような土木学校に改変された。気

象観測者， 同オペレーター旋成所や民間航空学校は生徒

数を増加する。テレ コンミュニ ケーションおよび郵便に

ついても養成所が設けられ， 世界の主要都市と の電信電

話連絡の必要技術者の増加にこたえねばならない。シア

ヌークビ）レ海港の有資格水先案内の必要から水先案内人

餐成所が設けられるが，これは同時に現在いないメコン

川の航行水先案内人の需要にも応じられる訳である。

3 社会施設

(1) 国民教育

1955年このかたすでに輝か しい成果をおさめ ている

が，計画期問中に中等教育，高等教育，技術教育の分野

において国民教育はさ らに原則 として強化普及される。

プノンペン市における高等教育としては，各種の研究科

を包括する文字どおりの総合大学を建設 し， 既存の専門

教育にさらに技術研究所を加えたものとして完備する。

教育関係の人員および教育者の投成については，プノ

ンペ ンの教育研究所， コンボン ・カンツ オットの教員祇

成所， トンレバチィの基礎教育者遥成所を拡大し近代化

する。 すでに非常に開発された第 1期教育については，

教育者陣容の強化，質のlfiJ上，施設の改善に目標を樅＜

が，モ デル学校の数を増して， より具体的なより 実際的

な教育を目的とする教育方法に焦点をあてる。

(2) 灰療援助

計画の目標はまずなによりも全国的に衛生基礎を確立

することに向けられる。 地方各省の首都の衛生は国家検

定医I'iI[］に より 管J開されるが，各郡にも少なくとも 1人の

術生員と 1人の石設員をもつ朕療センタ ーを設ける。そ

してさらにその下に， 2つの部落を 1クルー プと して濯

誰員 1名，産桜 1名，地方助産婦 1名をもつセンタ ーを

設ける。本計画の範囲では新しく 52名の朕I,Ili, 118名の

衛生員，500名の着護員， 200名の産婆助産婦が投成され

ることになっているが，このためにプノンペン市所在の

国立l袋学校， 石護員食成所，産投義成所を拡張する。

(3) 佑報

1964年末には情報省 として全国の各省に9カ所の情報

事務所を設置することになる。スツン ・メアンチェイの

国立ラジオ放送所および映画 ・写真サー ビス部門も近代

化される。

4 行 政部 門
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この部門の予算は全体の7.5％を占めるにすぎないが，

とくに辺境地域において生産に直接関係のない各種行政

機関に絶対必要な娃造物の建設や輸送に充当されるのみ

ならず，ジアヌ ークビルやその他の観光も しくは政治的

性格をもった地域の改善にも向けられる。また国連から

要求されている人口調壺は1961年度から開始することに

なる。

経済社会開発の基本的分野において， 5カ年計画の実

施が的確に行なわれる よう開発に関する直接的な指数に

よって目標を明確ならしめることが関係当局に強く要求

される。しかし当局が注意しなければならない ことは，

この第 1次5カ年計画においては比較的控えめな目標が

設定されていることである。それは研究が実際にあまり

未熟であったために十分な近似値を見いだす機会をもっ

てそれぞれの指数を算出することができなかったからで

ある。

(ii.) 1953年［＇姜， 58年度および 5カ年計画最終年度

における各分野成長の比較は付録別表3を参照のこ と。

IV 行政経理面

本5カ年計画聞始の1960年 1月1日から，技術関係各

省および計画省財務部は，計画に参画する新規人員の蒻

集，大がかり な機梱上の改変をしなければならない し，

投資に関する新しい経理実施規定を厳守しなければな ら

ない。支出に関する新 しい規定は，計画の実施運営をみ

ごとに果たすために予算の実施を早め，実施ずみの業舶

に関する報告をすみやかに集中的に可能ならしめるため

のも のである。したがってこの規定は従来のシステムを

決してく つがえすものではない。これらの規定を施行す

る官吏は，追加資料が作成されねばな らないか どうか，

企体からみて厳格な実施日程が立案されねばならぬかど

うかを注意する必要がある。 しかし外国政府と の協定に

よって政府が決定した計画による外国援助基金の使用や

国家基金の使用についてはその手続き方式は従来と変わ

らない。技術関係各省に関するかぎり 主要改革は次のと

おりである。

（イ）契約ずみの支出に関する管理認承は不要である。

（口）計画実施に関する会計勘定を保管する。

り小切手に よる支払いは手）診支払いに切り 替える。

（二）計画実施の摘要を作成する。

計画省1こついていえば，外国援助基金に閲する従米0)

使Jtl方式が， ,;i已の収り扱いとなる国家基金の使用にも

適用されるが，若干の付属添付書類が必要となる。基本
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原則は次のとおり である／

（イ）計画に関する支出の各項 1オは必ず 2つの認承，す

なわちプログラ ムの認承と支払い金の認承が必要であ

る。

料 ‘f夕生999くク:-99.9‘‘”'

（口）20万リエル以上の金額の契約交渉にあた っては，；,-

画省の認JKビザを要する。

(I}計画省は技術関係各省と平行的に，あるいは連絡

をとりつつ計画実施に関する会計にたずさわる。

（二）計画検察総局の寺門的検森による視楊および書娯

の管理が行なわれる c

困小切手の発行は必ず連署でなければならない。

9 バ会計総事務局は計画の成果，大臣の報告お よび検

察官の管理を利用すること ができる。

（卜） 5カ年計画に記載 されている外貨支払いを必要と

する実施，または実施嬰因については計画省大臣の認

承ビザを有するかぎり為替局はこれを自動的に認め

る。

(1-J 録 ）

【別表 l】 訃外’'1l)'iLI).jll hじ夕}-.;_ぐ

（単位 ：100万 リエル）

沿SI'’l|, i舌 侃り ク)- !lf• i , 5カ年11il ' 1960年度従i
； 総 計．．頷 ，

農 業 ＇ 198 34 
似； ,XIVs ; 水 利 263 40 
牧 畜 205 26 

11・ 漁 業 72 ， 
林 業 」35 2:l 

鉱 111 ・ 1・ 叉 742 l8(） 
、I・じ ｝｝ 1 9 1 : ｝ (） 
水 J ‘U ‘9. 3(）7 8(） 
IKI家企菜 'li務），，｝ : ・; (） （） 8(） 
未i姐発地）i1}) 閾•I 発 : ｝ （） （） J‘)r 9) 

'I ）~陥 枕 19)J 250 25 
I ;i’ .. 観 光 150 5(） 

.)；赳 v・ベ、 学 校 72 l8 
/ :スツーール研究所 ・1 5 ]() 

i : I 3, 2(）（） (i40 
. ----- -- - ~--- - ・-

追路 ・橋梁 1,080 159 
-,ヽ ，i 鉄 心 128 訟

ii~I i i i巷
.9 .，9 h l : 368 75 

; Jj< 路（水I・) 22 6 
枷 ：＇甑,.,. ,,；し9 25(） 45 

咀 ｛，； ; }（）（） 48 
氾！気 象 92 25 

9, 1 2,240 37(） 

； I i tj.，I L心教有 1,138 221 
社 公 共 1{/i !l: 6 9 l. 79 
畠i t.l会i,り韮．IJ• ・H 硼 71 15 

＂9 又9. •I’l'i 恨 （） （） 15 

9, 1 l,96(） 330 

都 市 計 画 と住 宅 150 20 
1i ！行政関係建築物 373 l l9 

行政関係輸送 ＇ 39 13 
人 11 調壺 24 2 

政 1 5カ年計画迎営費 I 14 6 
l 

ii I • 600 160 

%A 
加e、

・ ・・・・・・・-．ー ー・ ・・ 一•• ---• .．.「o • • —• ●● -

HI 
-・一 --- -・・---・ ー・・-

8,000 I 1,500 
I 

【別表 2] 部l"HJIJ項目別投資別および

1960年度分配分表

l 生産部門 （単位 ：100ガリエル）
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［別表 3] 牛．産高，下部樅造，社会施設

令粁推移に関する汽料

4

鵬

oOooooooooooooOSOOOooooooooooo

9
1
5
0
6
5
6
0
6
5
5
8
O
o
o
o
5
0
 

ー

ー

ー

・

'.,1,9595OO-

―-
O
O
-
o
o
o
o
o
o
-
，

8

3

2

3

0

0

0

 

9
9
 

3

3

2

0

 

5
 

3896 

3
 

，
 

ー

ー

3
ー

叩
lOo-

―
-
300
一
鯛
卿
鯛
―

-

l

5

0

 

1

9

3

6

叩
100

ー

9
.
 

,

9•9

.

19 

位

＿

ha
面

-

m

ソ

3

ノ

hi

ha

□'ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク

ha

調
岬

0
0
/
ト

ク

ク

ク

ク

m
屈

00

0

0

 

1

1

 

単

!9・

,
'

,

・

,

9
 

-

）

じ

」

卜

庶

糖

マ

一

生

）

）

）

類

育

場

郡

幻

材

―

物

物

袋

卜

料

鉄

ヤ

糖

ル

ル

品

ん

卜

品

ヤ

品

革

こ

チ

5
バ
ロ

一

飼

育

認

伐

ト

一

門

み

赤

就

―

面

ト

．

f

i

闊

ヒ

11
き

の

飼

お

厨

偉

ソ

肥

• 

疇

t

-

1

レ

（

一

4
豚
廿
｝

＿

林

打

コ

施

（

t

．

織
織

l

ム

ー

ロ

且

．

ゃ

定

ソ

デ

一

・

業

メ
酸

ュ

業

一

モ

11̀
選
ル

。ヘ

モ

業

一
t

-

．
．
 ↓．
ソ
の

i

i

手

7
 

ォ

i

閻
ぅ
ノ
淵

・

ヒ
コ
落
米
・
ト
施

．

牛
年
モ

。フ

・

森
製

．
業
綿
絹
ジ
セ
燐

一
牧

林

工

淵ヽ

泄漑・しゅんせつ

泄漑面駅
冠塩 水 ・洪水防止面釈

設
生

電

カ
添
~

料 ‘-、ご‘<‘‘‘‘ご’ククセ．—•999

ゴ
畠
ジ
ー

・‘

9
E
1

ノ

農

ム

製
r
¥

、̀
甜

ベ
製
ビ

ア
医
石
ペ
ゴ

Iレ

ソ
製

コ
薬
け

イ
ム

ク
ア
な
巻
マ

し
ょ

製

'̀＂＂ 

イ

ミ

ッめ
た

レJ
 

木炭ガス
酸 素
、ントロエソ自動車（組
み立て）

lOOOha 
ク

4
1
 

6
4
 

1000顕

ク

トソ
ク

ク

ク

ク

ク

ク

100万本
100万箱

トソ
lOOOm3 

台

1,222! 5
2
-
6
3
 

3
 ，
 

ー 躊
2501615

ー

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
8
 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
 

0
0
3
0
1
4
5
6
6
 

1

1

5

3

1

 

3300-

――

-
0
0
-

―― 

9

1

3

 

，
 

5
 

，ー
180磁

，＇．
ー

「

T
「
1
ー
T
'ー
コ
―

―
―

勁
T

-
―
―
―

＇ 

9
.
 

8085 

l

l

 

260500 

0
0
0
0
0
 

0
0
0
5
0
 

1
9
0
2
1
 

，
 

ー

o
-
4
8
0
 

9

5

5

4

 

5
1
 

0
5
0
0
5
0
0
0

-

7
0
1
6
2
3
0
0
6
0
7
0
0
 

広

2

-

渕
0
0
6
6
0
3
6
2
0

5

1

0

3

3

7

 

，
 

ー
―
―
―
 

水迫

カソポジア主要都市の
生産推

0

0

0

0

0

4

5

7

1

2

-

4

0

5

4

0

 

0

0

0

5

8

6

8

7

3

6

-

5

0

2

0

1

 

0

0

0

5

3

4

5

9
5
8
 

9
9
 

5

6

7

 

5

5

0

4

 

1
1
 

3

7

2

 

1
,
1381131

ー

悶

i
祠

ー1
|＇、
ー
印771
9571晒
4712411921
ロ
ー
1441|Oo
_

―

書
5

0

8

0

7

3

3

[

7

4

2

4

 

9
,
5
 

1

1

3

1

1

 

7

2

2

3

 

1

4

1

 

_
1

i

o
I
,
6
1
_

I
O
l
6

—

,

1
2
0
1
1
'
1
1
5
5
1

5
5
1
悶

2
5
1

1

,
g
9
2
1
9
2
1

1

一ー
塁

1

.
l
—

祠
．

4
3
1

2

8

3

 
9

9

8

5

8

3

7

2

 

9

9

 

1

0

2

3

9

3

ぃ
一

3

1,＇’

_
|

、

＇
,
1

,
9

1‘
-
1
,＇’

_1

,

3
 

人

人

人

w

人

ソ

一

0

0

0

 

m
万
卜

m

h

l

m

 

0

)

 
、し

0

0

0

 

w

o

o

台
台
台

一

K

0

0

k

0

0

万

k

-

0

0

0

-

1

1

1

 

1

1

0

.

 

。
ー

ー

|

|
_’

―i|
1
1
-
・
9
.＇
ー

！＇・＇
，1
・'
,・I'’ヽ・
'：
1,
・
ー
：

＇，

道

客

物

雌

ス

事

車

屈

数

育

数

数

数

育

数

数

育

数

数

数

よ

一

お
ク

教

fr
ソ

旅
貨
柑

一

叩

佃

教

ス

員

徒

教
．
ス

徒

業

物

ス

徒

虹

セ

ス
徒

｛

l

.

研
備

靱

ー

使

ラ

ラ

戦

ラ

育

準

ラ

一

遥

府

教

育

一
生

等

等

911 

通
発
；
~
話

一育

交

通

一

教

）

ク

教

生

ク

生

建

ク

生

立

教

ク

生

一

院

J

利

中

技

国

び

＿

諭

国

鉄

開

バ

機

貨

＿

便

郵

遁

一

民

り

③

③

④

一

入

医

術

歯

連

―
郵

一

国

術

薬
産
助
看

,'

l
・

・9

,

＇
・
・
9

,

＇ 

数
）
員
医
師
婆
婦
員

クク
ッ
ト（

生

利

剤

ベ
師

産
淡

―-: 
l 

416* 
17* 

613 
24 

8
5
0
 

1
0
 

l

6

 
，
 

4
 

*

*

*

 

4
7
5
 

2
1
 。， 

ー

「
[781

?
l
 

5

5

1

7

6

9

9

0

0

2

 

7

7

7

8

8

1

1

5

3

 

8

1

1

2

3

4

 

9

9

,

 

1

4

1

 

9
,
 .. 

＇
,
 ．

．
 

*
＊

1
5
6
4
4
0
0
2
 

9

9
-

5

1

8

6

5

3

 

4
7
[

7

1

6

 

，
 

-

2
 

2
 ，
 

ー
•

9 

6
5
2
2
3
7
3
6
 

―
―-

1
1
1
5
2
1
2
5
2
 

，
 

2
 

9.-
I

,
1
,1

1,
 

人

．

0

.
 

O

t
 ゚

1

.
 

、
_

,1
.. 

数
数

（注） ＊印は1960年

〔資料〕 主としてカンボジア王国計画省発表の資料

(Premier Plan Quinquennal, Preah Norodom 

Sihanonk, 1960-1964)による。

（アジア経済研究所所員 永田逸三郎）
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